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2022年度
（2022年4月～2023年2月）

海外班の活動報告
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第１回 合同委員会（2022.04.2）
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米食品医薬品局（FDA）はこのほど、呼気から新型コロナウイルス

への感染の有無を確認することができる新たな呼気分析器の緊急使
用を承認したことを明らかにした。

「Covid-19呼気分析器」は、化学物質を分析する技術のガスクロマ
トグラフィー質量分析法を用い、新型コロナウイルスに関連した5
種類の化学物質を検出する。同社のティム・C・ウィング最高経営
責任者（CEO）は2020年に発表したプレスリリースで、インフルエ

ンザウイルスへの感染の有無を調べることができるものだと説明し
ていた。

https://forbesjapan.com/articles/detail/46983

アメリカFDA、呼気コロナ検査器について

https://forbesjapan.com/articles/detail/46983
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OIML R126 最新Ver（2021）について

第２回 合同委員会（2022.07.29）
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第２回 合同委員会（2022.07.29）

https://etsc.eu/issues/drink-driving/blood-alcohol-content-bac-drink-driving-limits-across-europe/

EUの酒気帯び基準について
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第3回 合同委員会（2022.10.26）

ロッテルダム、ICADTS報告
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2022年12月～2023年2月

●ヨーロッパ方面 ：センスエアー様

●アジア（中国） ：東京企画様

●アジア（台湾、韓国）：SEIKOIST様

●アジア（東南アジア）：東海電子

●北米、南米 ：東海電子

●アフリカ ：東海電子

11月から、海外班が4社８名に増えました。これにともない、地域別に
担当分けをしました。

海外班として、地域別に情報を集め、定期的に
会員向けメールマガジンを発行することとしました。
第一号を2023年2月1週目に配信した。
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2022年12月～2023年2月

みなさま、ご協力有り難うございました。


